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南
あ
わ
じ
市
の
今
後
十
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る

「
南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画
」
の
素

案
が
ま
と
ま
り
十
一
月
十
五
日
、

市
総
合
計
画
審
議
会
（
由
井
淳
裕

会
長
、
二
十
人
）
か
ら
中
田
勝
久

市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
行
っ
て
楽
し
い
、
住
ん
で
快
適
」

な
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
た
提
言

書
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
で
は
、
昨
年
十
月
に

市
か
ら
の
諮
問
を
受
け
十
回
の
審

議
会
を
開
催
し
て
素
案
を
作
成
し

ま
し
た
。
素
案
で
は
、「『
食
』
が

は
ぐ
く
む　

ふ
れ
あ
い
共
生
の

都ま

ち市
」
を
将
来
像
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
施
策
目
標
と
し
て
、
市

民
自
ら
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
全

国
に
Ｐ
Ｒ
、
ふ
る
さ
と
資
源
を
活

用
、
安
全
で
お
い
し
い
食
材
を
地

元
で
消
費
、
祭
や
伝
統
文
化
を
語

り
継
ぐ
、
災
害
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
な
ど
十
九
項
目
を
選
択
。

効
率
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た

め
、「
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
」
を

示
す
と
と
も
に
、
具
体
的
数
値
目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

由
井
会
長
は
「
恵
ま
れ
た
自
然

美
や
歴
史
遺
産
、
す
ば
ら
し
い
食

材
な
ど
を
生
か
し
て
観
光
客
を
増

や
し
て
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る

こ
と
」
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

市政ひろば

3

市
政
ひ
ろ
ば

2
広報 

2006.12.1発行

▲中田市長に総合計画の素案を手渡す由井会長（右）

南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
方
を

対
象
に
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善
教

室
」
を
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
十
月
二
十
七

日
に
は
、
同
教
室
の
「
健
康
増
進

プ
ラ
ン
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
、

四
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
症
候
群
は
、
腹
囲
男
性
八
五

㎝
、
女
性
九
〇
㎝
以
上
に
加
え
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
の

う
ち
二
つ
以
上
に
当
て
は
ま
る
場

合
を
指
し
ま
す
。
町
ぐ
る
み
健
診

の
九
千
五
百
二
十
八
人
の
受
診
者

の
う
ち
、
約
十
九
％
が
同
症
候
群

に
該
当
し
て
い
ま
し
た
（
二
十
二

頁
に
関
連
記
事
）。

　

こ
れ
ら
の
人
を
対
象
に
し
た
同

教
室
は
、
九
月
か
ら
開
催
さ
れ
、

五
十
五
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、問
診
と
身
体
測
定
、

握
力
や
足
の
筋
力
を
測
定
し
て
そ

の
数
値
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
。
現

在
の
運
動
や
食
事
、
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
が
種
類
別
に
五
段
階
に
評

価
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
た
プ
ラ
ン
が
自
動
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
保
健
師
か
ら
も
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
た
、
生
活
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

▲ストレッチ体操の指導を受ける参加者

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改
善
教
室

あ
な
た
に
合
わ
せ
た
健
康
プ
ラ
ン
づ
く
り

　

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
潮
美
台
地
区
に
公
民
館
が

建
設
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
九
年
三

月
三
十
日
の
完
成
予
定
。

　

同
地
区
は
、
約
二
十
五
年
前
に

島
内
最
大
の
住
宅
団
地
と
し
て

開
発
さ
れ
、
十
一
月
一
日
現
在
、

五
百
十
三
世
帯
、
千
四
百
七
十
四

人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
建
設
場

所
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ

替
え
に
よ
り
役
目
の
終
え
た
「
潮

美
台
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
っ
た
潮
美
台
二
丁
目
二
二
番
地

三
。
建
物
は
、
鉄
骨
瓦
葺
平
屋
建

で
、
外
観
は
地
域
の
輪
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

施
設
内
部
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

や
調
理
室
、
会
議
室
、
事
務
所
な

ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

十
月
三
十
日
、
建
設
現
場
で
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関

係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
席
上
、
中
田
市
長
は
「
生
涯

学
習
の
場
だ
け
で
な
く
、
地
域
交

流
、
世
代
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

▲工事の安全を祈願する中田市長

工
事
の
安
全
を
祈
願

潮
美
台
に
公
民
館
を
建
設

　

松
帆
古
津
路
老
人
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
会
（
波
戸
政
義
代
表
、

二
十
五
人
）
は
、
十
月
十
五
日
、

南
あ
わ
じ
市
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
風
用
の
柵

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
九
月
の
台
風
二
三

号
に
よ
り
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周

り
に
設
置
さ
れ
て
い
た
柵
の
大
半

が
破
損
。
海
か
ら
の
風
に
よ
り
砂

浜
の
ゴ
ミ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ

た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
が
飛
ば

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
同
会

が
設
置
し
ま
し
た
。

　

柵
は
農
業
用
の
防
風
ネ
ッ
ト
を

木
杭
で
支
え
て
い
ま
す
。
高
さ
は

約
一
五
〇
㎝
長
さ
約
一
五
〇
ｍ

で
、
二
ｍ
間
隔
に
杭
が
１
本
ず
つ

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲波戸さんらが寄贈・設置した防風用の柵

住
民
グ
ル
ー
プ
が
寄
贈

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
風
用
の
柵

　

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
能
な

ど
数
々
の
事
業
へ
の
ご
参
加
、
ご

活
躍
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
国
・

県
の
施
策
の
影
響
や
市
が
抱
え
る

数
多
く
の
課
題
に
よ
り
、
行
財
政

改
革
を
断
行
す
る
た
め
に
、
予
算

が
極
端
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
将
来
の
基
礎
づ
く
り
と
な
る

少
子
化
対
策
や
市
民
の
命
を
守
る

防
災
対
策
な
ど
の
重
要
課
題
に
は

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、市
長
と
し
て
、

国
や
県
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、

現
場
の
状
況
や
意
見
を
伝
え
、
本

市
の
行
政
運
営
に
役
立
て
る
こ
と

も
大
き
な
責
務
の
一
つ
で
す
。

　

先
日
、
中
川
自
民
党
幹
事
長
に

お
会
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
武

部
前
幹
事
長
や
西
村
衆
議
院
議
員

な
ど
国
会
議
員
の
先
生
方
に
も
お

世
話
に
な
り
、
国
土
交
通
省
へ
は

東
南
海
・
南
海
地
震
・
風
水
害
防

災
対
策
と
し
て
各
種
事
業
の
対
応

を
繰
り
返
し
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

　

幸
い
に
し
て
、
福
良
湾
対
策
を

国
・
県
・
市
が
共
に
力
を
注
ぎ
具

体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
っ

た
福
良
湾
津
波
対
策
検
討
委
員
会

か
ら
の
提
言
と
し
て
一
定
の
方
向

性
が
出
ま
し
た
。

　

防
潮
堤
の
遠
隔
操
作
や
情
報
の

収
集
伝
達
を
行
い
避
難
高
台
を
兼

ね
防
災
研
修
等
多
目
的
利
用
が
で

き
る
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

建
設
や
防
潮
堤
の
延
伸
、
自
主
防

災
組
織
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る

「
津
波
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
目

標
と
し
た
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
対
策
、
福
良
地
区
で
行
う
防

災
対
策
が
全
国
に
モ
デ
ル
と
な
り

う
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
両
面
に
わ
た
る

協
議
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
屋
内

外
告
知
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
を

活
用
し
た
迅
速
な
情
報
伝
達
な
ど

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
の
災
害
復
興
対
策
の
一
環

で
あ
る
県
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

に
つ
い
て
、
県
下
で
最
大
の
被
害

が
予
想
さ
れ
る
本
市
の
加
入
率
が

低
く
、
是
非
と
も
ご
加
入
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す

次
に
該
当
す
る
方
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

・
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
と
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
方

（
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き

な
か
っ
た
方
に
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
な

い
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方

・
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

・
外
国
に
お
住
ま
い
の
方

加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計

維
持
確
認
や
診
断
書
の
提
出

は
引
き
続
き
必
要
で
す

・
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
生
計
維
持
の
確
認
が

必
要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
す
る
「
生
計
維
持
確
認

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め

に
医
師
に
よ
る
診
断
書
が
必

要
な
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
す
る
「
診
断
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
07
・
１
１
６
５

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現

況
届
を
ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確
認
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
原
則
と
し
て
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
（
12
月
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
）。

年
金
出
張
相
談

▽
日
時　

12
月
１
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課

　

☎
43
・
５
０
２
３



　

南
あ
わ
じ
市
連
合
婦
人
会
（
奥

井
光
子
会
長
）
で
は
、
十
一
月
十

日
、
西
淡
公
民
館
で
「
女
性
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
会
員
ら
約

百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
つ
ど
い
で
は
、「
春
よ
こ
い

箱
廻ま

わ

し
三
番
叟
・
え
び
す
舞
に
思

い
を
の
せ
て
」
と
題
し
、
芝
原
生

活
文
化
研
究
所
に
よ
る
人
形
浄
瑠

璃
を
題
材
と
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

箱
廻
し
は
、
二
つ
の
木
箱
に
入

れ
た
数
体
の
木
偶
人
形
の
操
作
や

口
上
を
一
人
で
行
う
人
形
浄
瑠

璃
。
元
旦
か
ら
の
約
四
週
間
、
徳

島
県
の
山
間
部
の
家
庭
、
七
百
軒

を
訪
ね
て
浄
瑠
璃
を
演
じ
、
福
を

授
け
て
い
ま
す
。
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定
年
を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
の

定
年
者
に
農
業
へ
の
関
心
と
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
座
を
十
一
月
九
日
、
南

淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
で

は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
今
後
の

南
あ
わ
じ
市
の
農
業
を
支
え
て
い

く
「
農
業
後
継
者
」
や
「
担
い
手

農
家
」
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
引
き
続
き
「
定
年
帰
農
者
支

援
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
に
は
定
年
退
職
し
家
庭
菜

園
を
始
め
る
人
、
産
地
直
売
店
へ

野
菜
な
ど
を
出
荷
し
て
い
る
人
な

ど
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
同
セ
ン

タ
ー
の
真
野
文
夫
所
長
か
ら
、「
他

産
業
で
培
っ
た
様
々
な
知
識
や
才

能
、技
術
を
持
っ
た
人
々
を
迎
え
、

担
い
手
と
し
て
農
業
生
産
に
生
か

す
こ
と
が
重
要
」
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
農
薬
の

適
正
使
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
県

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
専
門
技

術
員
の
小
舟
博
文
氏
か
ら
農
薬
散

布
の
注
意
事
項
な
ど
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
回
の
講
座
（
日
程
未
定
）
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
農
林
振

興
課
（
☎
43
・
５
０
２
５
）
ま
で
。

　

昨
年
十
月
に
三
田
市
で
開
催
さ

れ
た「
第
二
十
九
回
全
国
育
樹
祭
」

を
契
機
に
盛
り
上
が
っ
た
森
づ

く
り
の
機
運
を
継
続
す
る
た
め
、

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
（
毎
年
十
月

の
最
終
日
曜
日
）」
が
制
定
さ
れ
、

県
下
各
地
域
で
森
づ
く
り
や
森
の

役
割
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
十
月
二
十
九
日
、

八
木
小
学
校
四
年
生
の
親
子
約
百

人
が
「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」
と

し
て
、
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で

様
々
な
体
験
活
動
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
竹
を
利
用
し

た
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
や
丸
太

切
競
争
、
木
工
細
工
、
下
草
刈
り

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
、「
自
然

は
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。
未
来
の

地
球
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

定
年
帰
農
者
支
援
講
座

団
塊
の
世
代
に
農
業
を

▲団塊の世代が参加した講座

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

森
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ぶ

▲丸太切競争を楽しむ子どもたち

広報 

　

古
き
よ
き
日
本
の
伝
統
文
化
・

和
太
鼓
を
通
じ
て
、
市
民
の
文
化

向
上
と
和
太
鼓
愛
好
家
の
交
流
を

図
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
兵
庫
の

ま
つ
り
―
ふ
れ
あ
い
の
祭
典　

日

本
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
十
一
月
五

日
、
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
、
約

七
百
人
が
来
場
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
市
内

の
四
団
体
を
含
む
十
一
団
体
が
出

演
。
華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
で
奏
で

る
威
勢
の
良
い
音
色
を
響
か
せ
、

場
内
を
熱
気
に
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
演
奏
後
に
は
、
代
表

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、

「
活
動
を
通
じ
て
人
と
の
交
流
が

で
き
て
楽
し
い
」「
聞
く
人
に
元

気
を
与
え
ら
れ
る
」
な
ど
、
活
動

の
魅
力
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲志知高校和太鼓部「翔（かける）」の演奏

南
あ
わ
じ
市
女
性
の
つ
ど
い
を
開
催

日
本
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
」
が
十
一
月
二
十
三

日
、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
次
の
方
々
に
市
長
か
ら
表
彰

楯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不

同
、
敬
称
略
）

　

岩
口
尹ま

さ
か
ず一

（
八
木
、
理
容
師
）、

髙
岡
秀
秋（
志
知
、自
動
車
整
備
士
）、

秀
光
剛
（
倭
文
、
自
動
車
整
備
士
）、

酒
部
節
子
（
市
、
美
容
師
）、
上こ

う
だ田

茂
喜
（
市
、
製
菓
衛
生
師
）、
福
永

勇
夫
（
市
、
畳
職
）、
北
川
富
嗣
（
賀

集
、
石
工
）、
波
戸
崎
勇
（
広
田
、

塗
装
工
）、
中
嶋
良よ

し
か
ず一

（
湊
、
建
具

工
）、大
屋
曻
（
志
知
、電
気
工
事
士
）、

津
川
浩
路
（
八
木
、
電
気
工
事
士
）、

谷
間
孝
（
福
良
、
製
麺
業
）、
吉
川

友
康
（
神
代
、
造
園
業
）、
𠮷
田
為

夫
（
神
代
、造
園
業
）、谷
池
健
司
（
津

井
、製
瓦
業
）、前
池
一
哉
（
北
阿
万
、

大
工
）、
太
田
博
（
北
阿
万
、
左
官
）、

細
川
直
（
志
知
、
左
官
）、
山
中
勝

美
（
灘
、左
官
）、古
池
武
郎
（
福
良
、

真
珠
核
製
造
）

　
技
能
功
労
者
を
表
彰

区　分 緑地域から持込み 西淡・三原・南淡地域から持込み

場　所 やまなみ苑（広田広田）　☎ 45-0534 南あわじ市清掃センター（八木寺内）　☎ 42-1356　

業務時間

月～金曜日8：30～ 16：30、土曜日8：30～ 11：45
祝祭日・日曜日は休み。
12月 29・30・31日は８：30～ 16:30 まで業務。

月～金曜日8：30～ 16：30、祝祭日8：30～正午、
土・日曜日は休み。　12月 29日・30日は８：30～ 16:30、
12月 31日は８：30～正午まで業務。

１月１日～３日まで休み。１月４日から通常どおり。

注意事項

①市指定のゴミ袋を使用して持込みされても手数料が必要です
②家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
③必ず時間内での持込みをお願いします
④持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置をしてください
⑤農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れが出来ません

 問生活環境課☎43-5024

■市役所、出張所、連絡所、支所、公民館
　29日～３日まで休み。
　※総合窓口では出生・婚姻・死亡などの届出を受付けます。
■診療所
　阿那賀・伊加利・灘・沼島診療所＝29日～３日まで休み。
休日応急診療所＝23ページに掲載。

■文化・観光施設
　図書館＝ 19ページ掲載。玉青館＝ 29日～３日まで
休み。淡路人形浄瑠璃資料館＝ 28日～４日まで休み。
淡路人形浄瑠璃館・大鳴門橋記念館＝ 11日～ 31 日
まで休み。鳴門みさき荘＝25日～ 31日まで休み。

■宿泊施設
　サンライズ淡路（温泉、体育施設とも）＝無休。
　サイクリングターミナル＝ 27 日～ 31 日まで休み。
慶野松原荘＝24日～ 29日まで休み。

■体育施設
　文化体育館・西淡社会教育センター・西淡グラウンド・
B&G・賀集・沼島＝ 29日～３日まで休み。三原健康
広場・阿万＝ 28日～３日まで休み。サンライズ淡路
＝無休。温水プール（サンプール）＝ 28日～４日ま
で休み。ゆとりっく（プール・フィットネス）＝温泉と同様。

■温泉施設
　ゆとりっく（温泉）＝ 31日・１日休み。30日は午前 10
時～午後６時、２日・３日は午後１時～7時まで営業。

　さんゆ～館＝ 31日～１日休み。２日は午後１時から営業。
ゆーぷる＝ 31日は午前 10時～深夜３時、１日は 9時～
深夜０時、２日は午前６時～深夜０時、３日は午前 10時～
深夜０時まで時間延長。 サンライズ淡路＝無休。

　湯の川荘＝29日～３日まで休み。
■粗大ごみ処理場（奥畑処理場☎ 24-1676）
　30日は 8時 30分～正午まで業務、31日～３日休み。

▲一人で人形を操作する、「阿波木偶箱回しを
　復活する会」の中内正子さん

郷土を守る『女性消防団員』募集中
　あなたは地域の「ファイヤーレディー」
　南あわじ市消防団では女性団員を募集しています。
　広報活動や地域防火指導など女性の特性を生かし
た活動を通して安全な地域づくりの一翼を担います。
◆活動内容（予定）
　▽防火防災の広報活動
　・児童防火指導（学校等を訪問し、消火器の使用
　　方法等の説明。簡単な救護活動の指導）
　・訪問指導（独居高齢者世帯等を訪問し、ガスコ
　　ンロやストーブの取り扱いや緊急時の行動等の
　　説明。防火意識の啓発）
　▽女性のための救急救命法指導
◆組織　集落・地域に関わらず「女性分団」として
独立

◆待遇　南あわじ市非常勤特別職、団員報酬年８千
円から、出動手当、被服貸与、公務災害補償

◆募集人数　20人以内
◆入団資格　市内在住で18歳以上の女性
◆申込み　防災課☎ 43-5006
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平
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半
期

        　
　

    

市 
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財 

政 

状 

況

広報 

◉基金現在高 　

市
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
や
使
用
料
な
ど
が
、
平
成
十
八
年
度

上
半
期
の
間
に
ど
れ
だ
け
収
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
月
三
十
日
現
在
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
予

算
額
は
、
補
正
予
算
、
平
成
十
七
年
度
繰
越
事
業
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、家
計
で
貯
金
に
あ
た
る
「
基
金
」
の
現
在
高
や
、借
金
に
あ
た
る
「
地
方
債
」

の
残
高
の
状
況
に
つ
い
て
も
公
表
し
ま
す
。

　◉ 一般会計歳出

問財政課
☎50-3033

◉市債現在高

区　　分 現在高

◆一般会計基金
財政調整基金 10億 8,000
減債基金 3億 1,390
公共施設等整備基金 1億 800
地域福祉基金 7億 2,194
ふるさとまちづくり基金 3億 605
下水道基金 4億 2,570
健康福祉協会基金 8,815
滝川文化振興基金 1億 959
ふるさと・水と土保全対
策基金 2,098

淡路人形会館建設基金 6,530
淡路人形浄瑠璃館基金 1億 9,546
淡路鳴門岬公園開発基金 4億 9,946

土地開発基金
現金 4億 2,053
土地 7億 415

慶野松原松林保全基金 275
◆特別会計基金
国民健康保険特別会計財
政調整基金 1億 5,600

介護保険特別会計財政調
整基金 7,312

広田財産区財政調整基金 270
福良財産区財政調整基金 1億 2,050
北阿万財産区財政調整基金 3,236
沼島財産区財政調整基金 295
◆企業会計積立金
水道事業積立金 13億 4,152
国民宿舎事業積立金 3億 202

合　　計 70 億 9,313

区　　分 現在高
◆一般会計 435 億 8,907
◆特別会計
国民健康保険特別会計
直営診療所勘定

1,172

公共下水道事業特別会計 174億 8,826
農業集落排水事業特別会計 55億 7,212
漁業集落排水事業特別会計 12億 7,413
土地開発事業特別会計
企業団地開発事業勘定

15億 4,241

土地開発事業特別会計
住宅団地開発事業勘定

2億 715

産業廃棄物最終処分事
業特別会計

3億 2,288

◆企業会計
水道事業会計 69億 2,849
国民宿舎事業会計 1億 2,169

合　　計 770 億 5,792

（単位：万円）

（単位：万円）

◉ 平成18年度特別会計予算執行状況
　区　　　分 予算現額

（歳入・歳出） 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 61億 1,517 19 億 3,220 31.6 27 億 3,016 44.6

　（保険事業勘定） 59億 7,954 18 億 9,532 31.7 26 億 7,170 44.7

　（直営診療所勘定） 1億 3,563 3,689 27.2 5,874 43.1

老人保健特別会計 61億 7,851 25 億 599 40.6 30 億 75 48.6

介護保険特別会計 39億 5,563 15 億 5,934 39.4 16 億 4,182 41.5

　（保険事業勘定） 33億 4,302 13 億 1,900 39.5 13 億 8,747 41.5

　（サービス事業勘定） 6億 1,261 2 億 4,034 39.2 2 億 5,435 41.5

訪問看護事業特別会計 5,879 2,899 49.3 2,717 46.2

公共下水道事業特別会計 59億 9,456 6 億 742 10.1 13 億 8,879 23.2

農業集落排水事業特別会計 9億 58 7,069 7.8 3 億 6097 40.1

漁業集落排水事業特別会計 14億 1,394 1,171 0.8 2 億 4,521 17.3

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ事業特別会計 7,987 3,538 44.3 3,230 40.4

慶野松原海水浴場特別会計 1,012 757 74.8 733 72.4

土地開発事業特別会計 15億 9,475 2,122 1.3 265 0.2

　（企業団地開発事業勘定） 15億 5,236 287 0.2 69 0.0

　（住宅団地開発事業勘定） 4,239 1,835 43.3 196 4.6

産業廃棄物最終処分事業特別会計 1億 8,172 1 億 4,516 79.9 3,439 18.9

ケーブルテレビ事業特別会計 2億 2,702 1 億 8,515 81.6 7,912 34.8

合　　計 267億 1,067 71 億 1,080 26.6 95 億 5,065 35.8

水道事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 20億 5,564 7 億 6,835 37.4
収益的支出 21億 3,893 6 億 8,989 32.3
資本的収入 7億 396 2,780 3.9
資本的支出 12億 5,876 5 億 576 40.2

国民宿舎事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 4億 5,740 2 億 5,752 56.3
収益的支出 4億 5,568 1 億 9,985 43.9
資本的収入 1 0 0.0
資本的支出 5,806 2,814 48.5

農業共済事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 5億 9,499 1 億 2,853 21.6
収益的支出 5億 9,499 1 億 4,470 24.3

◉ 公営企業の経理の概況 （単位：万円、％）
（単位：万円、％）

民　生　費

教　育　費

総　務　費

農林水産業費

衛　生　費

土　木　費

消　防　費

商　工　費

そ　の　他

公　債　費

50億4,256万円

48億7,854万円

44億7,813万円

37億1,469万円

34億6,826万円

21億6,780万円

17億8,807万円

  9 億 3,197万円

  6 億 1,157万円

  6 億 9,253万円

  277億7,410円

17億 812円 (33.9％)

11億 6,760万円 (23.9％)

17億 2,005万円 (38.4％)

5 億 2,062万円 (15.0％)

4 億 9,132万円 (27.5％)

5 億 9,935万円 (64.3％)

1 億 7,562万円 (28.7％)

1 億 4,552万円 (21.0％)

2 億 8,234万円 (13.0％)

17億 1,509万円 (46.2％)

歳出予算額 支出済額

これだけ使いました

85億 2,563 万円
             （30.7％）

その他内訳（予算）
議会費　2億7,466万円
諸支出金　2億1,912万円
災害復旧費　1億4,441万円
予備費　5,000万円
労働費　434万円

（　　）内数字は支出率予算額計

地方交付税

市　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　入　金

繰　越　金

使用料及び手数料

諸　収　入

地方譲与税

そ　の　他

その他内訳（予算）

市　　　税
75億円4,000万円

57億9,115万円

45億4,640万円

26億3,349万円

16億2,417万円

10億3,994万円

８億9,614万円

  8億 8,661万円

  7 億 4,000万円

  6 億 407万円

14億7,213万円

51億 1,681万円 (67.9％)

34億 6,451万円 (59.8％)

1 億 1,510万円 (2.5％)

4 億 337万円 (45.0％)

3 億 1,405万円 (19.3％)

0 円 (0.0％)

2 億 9,870万円 (40.4％)

1 億 2,816万円 (21.2％)

7 億 5,591万円 (51.3％)

11億 8,897万円 (114.3％)

3 億 6,082万円 (13.7％)

歳入予算額 収入済額

これだけ入りました

121億 4,640 万円
             (43.7％)

地方消費税交付金　5億1,000万円
分担金及び負担金　3億1,657万円
自動車取得税交付金　2億7,000万円
財産収入　2億1,418万円
地方特例交付金　9,000万円
利子割交付金　2,000万円
配当割交付金　1,500万円
株式等譲渡所得割交付金　1,300万円
寄附金　1,238万円
交通安全対策特別交付金　1,100万円

（　　）内数字は収入率  277億7,410万円
予算額計

　227億 7,410 万円の予算額に
対して 43.7％の 121億 4,640

万円が収入されました。地方交付税や市税が歳入に占める主なもの
です。それ以外では、国県補助金や市債など事業完了後の年度末に収
入されるものがほとんどのため、グラフのような割合になっています。

（
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　227 億 7,410 万円の予算額に対して
30.7％の 85 億 2,563 万円が支出され

ました。支出の主なものは、公債費（過去に借り入れた市債の元利償還金）
や教育費（小中学校及び社会教育に係る経費）、民生費（医療や福祉等に
係る経費）となっています。土木費などの建設事業に伴う支出は年度末
に集中するため、グラフのような支出状況になっています。

◉ 市税の状況
区　　　分 収入済額（万円） 収入率

市民の負担額（円、％）
１人当たり １世帯当たり

市民税 8億 3,189 45.7 15,472 45,779
　　（個　人） 6億 2,307 38.8 11,588 34,288
　　（法　人） 2億 881 97.6 3,884 11,491
固定資産税 23億 358 64.6 42,844 126,766
軽自動車税 1億 5,253 89.9 2,837 8,394
市たばこ税 1億 5,431 83.0 2,870 8,492
特別土地保有税 0 - 0 0
入湯税 2,217 100.0 413 1,220
合　　計 34億 6,451 60.1 64,436 190,651

※市民の負担額は、平成18年９月 30日現在の人口
　53,767人、18,042世帯で算出。収入済額項目
　の計と合計額は端数処理のため一致しません。

◉ 一般会計歳入

■基金の説明
　いざというときに自由に使える貯金にあたるのが財政調整基金ですが、現在はこの基金によって毎年度の予算の不足額を
補っている状況です。しかし、将来の不測の事態に備えるために、取崩し額を抑えて、ある程度の蓄えを持つ必要があります。
その他の基金については、それぞれの目的に従って積み立てや運用、取崩しを行っています。

■市債の説明
　道路整備や施設整備などは多額の事業費を要しますが、市債により長期返済をすることで、特定の年度
の財政を圧迫するのを避けると同時に、将来にわたり道路や施設を利用する後世代との税負担の公平性を
図っています。

2006.12.1発行



お知らせ

9 8

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2006.12.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040☎ 43-2626　◆開園＝10:00 ～ 17:00（年中無休）◆入園料＝大人400円／小人200円　

開催日 イベント名 内容
12月 23日（祝）
        24 日（日）

21:00 までナイト営業。
15:00 から「入園無料」

５万個のイルミネーション。
今年は大温室もライトアップ

12月 23日（祝） ロマンチッククリスマス花火大会 イギリスの童話をモチーフにダンス・光・音、そし
て花火（約500発）を使ったショー。19:30 ～

12月 24日（日）
クリスマスツリー点灯式 子どもたちと作った約８ｍのツリー。17:00 ～
シクラメン　プレゼント 入園先着200組様にシクラメンをプレゼント
ライティングショー クリスマスソングと光の共演

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

　

ク
リ
ス
マ
ス
２
０
０
６

  

参
加
ラ
ン
ナ
ー
募
集

第
26
回
淡
路
島

　

う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

▽
種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10

㎞
、
５
㎞
、
２
㎞
。
陸
連
登
録

者
、
性
別
、
年
齢
等
で
部
門
分

け
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
幼
児

３
歳
以
上
）
も
あ
り

▽
参
加
費　

一
般
３
千
円
、
高
校

生
以
下
２
千
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

３
千
円
（
２
人
目
か
ら
千
円
）。

記
念
品
、
傷
害
保
険
料
を
含
む

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
等
に
備
付
の
申
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
郵

便
局
ま
た
は
大
会
事
務
局
へ

▽
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
月
）

問
大
会
事
務
局
☎
53
・
１
２
１
２

（
西
淡
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
）

▽
開
催
日　

平
成
19
年
２
月
25
日

（
日
）
雨
天
決
行

▽
コ
ー
ス　

南
淡
路
う
ず
し
お
ラ

イ
ン
（
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公

認
コ
ー
ス
）。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
は
福
良
小
学
校

▽
ゲ
ス
ト　

松
野
明
美
さ
ん
（
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
）

会議日 　会議内容（予定）

本
会
議

第１日

第２日

11月 27日（月）午前10時

11月 30日（木）午前10時

常任委員・議会運営委員・
特別委員の選任、議席の
変更、専決処分の承認、
条例案の上程、平成 18
年度南あわじ市一般会計、
特別会計補正予算案上程、
その他の案件上程

第３日 12月５日（火）午前10時
一般質問

第４日 12月６日（水）午前10時

第５日
予備日

12月７日（木）午前10時
12月８日（金）午前10時

一般質問、追加議案上程

予備日 12月 19日（火）午前10時

第６日 12月 20日（水）午前10時 各常任委員会審査報告・表決

委
員
会

総 務 常 任 委 員 会 12月 11日（月）午前10時 付託議案の審査

〃 12月 15日（金）午前10時
連合審査会※

〃 12月 18日（月）午前10時

文教厚生常任委員会 12月 12日（火）午前10時
付託議案の審査

産業建設常任委員会 12月 13日（水）午前10時

※12月 15日、18日の総務常任委員会は、南あわじ市総合計画「基本構想」
の策定についての案件審議のため、連合審査会を予定しています。

◆議場での傍聴
　中央庁舎3階議場にお越しください（傍聴規則を遵守していただ
きます）

◆インターネットによる中継
　ご自宅のパソコンから議会・委員会中継をご覧いただけます。南
あわじ市ホームページ（http://www.city.minamiawaji.hyogo.
jp/）トップページ上部の「議会」ボタンをクリック

◆テレビ中継
　テレビ設置場所は、中央庁舎1階ロビー、緑庁舎１階ロビー、緑
市民センター 1階ロビー、西淡庁舎 1階ロビー、西淡第 2庁舎
１階ロビー、三原庁舎 1階ロビー、三原公民館 1階ロビー、南
淡庁舎1階ロビー、南淡公民館1階ロビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問議会事務局☎43-5005

甍い
ら
か

街
な
み
景
観
の
形
成
へ

　
淡
路
瓦
屋
根
工
事
に
奨
励
金

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
。
①
淡
路
島
内
で

生
産
さ
れ
た
瓦
を
使
用
②
屋

根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
で
、

葺
き
替
え
の
場
合
は
瓦
使
用

部
分
の
80
％
以
上
を
葺
き
替

え
③
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場

合
は
住
居
部
分
が
２
分
の
１

以
上

▽
奨
励
金
額　

屋
根
工
事
費
の
20

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
地
場
産
業
の
振
興
と
甍
街
な
み
景
観
の
形
成
を

目
的
に
、
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
建
物
の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築
主

に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

屋根工事面積 上限額

110㎡未満 10万円

110㎡以上
150㎡未満 15万円

150㎡以上 20万円

奨励金の限度額％
以
内
。
右
表
の
と
お
り
屋
根

工
事
面
積
に
よ
っ
て
限
度
額

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
改
築
の

場
合
は
そ
の
２
分
の
１
の
額

と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

▽
日
時　

平
成
19
年
１
月
７
日

（
日
）
受
付
＝
12
時
30
分
〜
、

開
会
＝
13
時
30
分

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

▽
対
象　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜

昭
和
62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人
（
市
内
在
住
、
ま
た
は
南
あ
わ

じ
市
出
身
者
対
象
。
当
日
受
付
。

案
内
状
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
）

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

　

下
水
道
の
整
備
工
事
に
と
も
な

い
、
次
の
地
域
で
下
水
道
の
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

▽
広
田
処
理
区　

広
田
上
・
中
田
・

大
丸
・
市
場
の
一
部

▽
賀
集
処
理
区　

賀
集
・
八
幡
の
一
部

▽
利
用
開
始
日　

12
月
１
日（
金
）

　

既
設
の
処
理
区
と
併
せ
て
、
排

水
設
備
工
事
の
申
請
を
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
下
水
道

に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
広
田
・
賀
集
で
、
エ
リ
ア
が
拡
大

第
１
回
南
あ
わ
じ

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　

平
成
19
年
１
月
21
日

（
日
）
受
付
＝
午
前
８
時
〜
、

ス
タ
ー
ト
＝
午
前
10
時
〜

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

▽
種
目　

60
分
・
１
０
０
分
タ
ス

キ
リ
レ
ー
、
３
㎞
・
２
㎞
・
１

㎞
マ
ラ
ソ
ン
。
性
別
、
年
齢
等

で
部
門
分
け
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
も
あ
り

▽
参
加
費　

市
内
在
住
者
は
第
１

回
記
念
と
し
て
無
料
。
市
外
在

住
者
は
、
小
中
学
生
５
百
円
、

高
校
生
以
上
８
百
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
１
組
８
百
円

▽
申
込
み
用
紙　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
出
張
所
等
に
備
付

▽
申
込
期
限　

12
月
15
日
（
金
）

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

成
人
式
の
ご
案
内

年末の交通事故防止運動
◆期間　12月1日(金) ～ 10日(日)までの10日間
◆運動重点
　（1）飲酒運転の根絶
　（2）こどもと高齢者の交通事故防止
　（3）夕暮れどきの交通事故防止
　　　　　　南あわじ市交通対策協議会
（市・警察・交通安全協会・自家用自動車協会・自治会・老人会・婦人会）

国民健康保険税
　　　　４期分
納期は、

　12月 25日（月）まで

問税務課☎43-5022

▲うずしおマラソン全国大会（前回）
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マナーを守りましょう
犬の散歩はマナーを守って！
　犬を飼われる方は習性等を正しく理解して、愛情と責

任をもって終生可愛がってください。犬の好きな方ばか

りではありません。正しい飼い方をしてください。

・ 放し飼いにしない（つないで飼う）

・ 散歩中のふんの始末（必ず持ち帰る）

・ 犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせる

・ 必要のない子犬が産まれないように努める

・ 適正な飼養と人への危害防止に努める

問生活環境課☎ 43-5024

　洲本健康福祉事務所　薬務・生活衛生課☎ 26-2068

家庭からの可燃ゴミの出し方
・必ず市の指定袋に入れる

・口は、必ず確実に結ぶ

・口にガムテープ止めをしない

・他の袋等に入れ指定袋の添付をしない

・生ゴミは水切りを完全に

・中袋の使用は中身が見える色を使用

ご注意ください
　平成 19年４月１日からは、市指定ごみ袋に入ってい

ない場合や、袋を添付しているだけのごみは、収集しま

せん。ご注意ください。また、事業系のごみは事業者に

依頼してください。市では収集しません。

問生活環境課☎ 43-5024

・ 必要のない子犬が産まれないように努める

良
く
な
い
例
（
収
集
し
ま
せ
ん
）

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

小
学
生
ふ
る
さ
と
探
訪
事
業
を
ス
タ
ー
ト

　

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
（
鳥
井

幸
祐
会
長
）
で
は
、
市
内
の
小
学

校
全
17
校
を
対
象
に
市
内
の
観
光

や
文
化
、
産
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、「
小
学
生

ふ
る
さ
と
探
訪
事
業
」
を
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
４
年
生
以

上
の
学
年
が
校
外
学
習
や
自
然
学

校
等
で
市
内
の
38
施
設
の
中
か
ら

２
施
設
以
上
を
見
学
し
た
場
合
、

バ
ス
借
上
げ
代
や
施
設
入
場
料
を

ほ
ぼ
全
額
助
成
す
る
と
い
っ
た
内

容
で
す
。
但
し
、
各
学
校
の
利
用

回
数
は
１
年
度
１
回
。

　

11
月
９
日
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
第
１
号
と
し
て
、
阿
万
小
学

校
４
年
生
32
人
が
淡
路
ふ
れ
あ
い

公
園
と
広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園

を
訪
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
公
園

内
で
、
自
然
観
察
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
し
な
が
ら
、
地
元

施
設
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
い
ま

し
た
。

　

観
光
協
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
大
人
に
な
っ
て
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
に
つ
い
て
胸
を
張
っ
て

市
内
外
の
人
た
ち
に
紹
介
し
て
も

ら
え
た
ら
、
と
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

▲淡路ふれあい公園内を散策する児童ら

問情報課 ☎43-５００３

ケーブルテレビ
　整備について

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
（
14 

ch
）

の
放
送
を
停
止
し
ま
す

　

西
淡
・
三
原
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
現

在
14
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
を
見
据
え
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
再
編
成
の
た
め
、
平

成
19
年
１
月
９
日
正
午
か
ら
放
送

を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
（
２
ch
）

と
教
育
テ
レ
ビ
（
12 

ch
）
は
現

行
ど
お
り
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
張
替
・
張
増

工
事
に
ご
協
力
を

　

現
在
、
緑
・
南
淡
地
域
で
は
光

ケ
ー
ブ
ル
か
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
自

宅
近
く
ま
で
の
支
線
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
西
淡
・
三
原
地

域
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
す
る
た
め
伝
送
路
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
工
事
中
は
通
行

止
め
な
ど
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
が
開
始

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
整
備
し
た

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
空
き
部
分
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
貸
し
出
す
こ
と
に

よ
り
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
が
南
あ
わ
じ
市
内
全
域
に
お

い
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
緑
地
域
及
び
灘
・
沼
島

を
除
く
南
淡
地
域
に
お
い
て
10
月

か
ら
順
次
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
の
地
域
（
西
淡
及

び
三
原
地
域
、
灘
・
沼
島
）
も
来

春
以
降
、
順
次
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
予
定
で
す
。

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
り
大
容
量
の

デ
ー
タ
を
双
方
向
で
伝
送
す
る
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
可
能
に

す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本（
☎

０
１
２
０
・
３
２
６
・
３
７
８
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
で
。

緑・南淡地域のケーブルテレビ整備

工事の流れと時期について
①宅内工事の見積り
　ご指定された宅内工事業者が８月から
順次、お申込みいただいたお宅の見積り
に伺っております。
　受注数などにより、見積り時期が遅く
なる場合がありますがご了承ください。
　見積時期の確認は、ご指定された業者
（電気店）にお問合せください。

②引込工事
　平成 19 年１月下旬から三洋電機㈱が
引込工事を開始します。効率よく工事を
進めるため、本加入申込をいただき、加
入料の納付と宅内工事見積を済まされた
方が多い地区から順次行います。
　早期に引込工事ができるよう、本加入
申込書を提出してください。

③宅内工事
　引込工事完了後、平成 19 年４月頃か
らご指定の宅内工事業者により開始され
る予定です。

▲ケーブル張替・張増工事

償
却
資
産
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

及
び
償
却
資
産
に
か
か
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
る
償

却
資
産
と
は
、
事
業
用
に
使
う
た

め
に
所
有
し
て
い
る
減
価
償
却
資

産
で
、
家
屋
・
自
動
車
及
び
、
特

許
権
の
よ
う
な
無
形
減
価
償
却
資

産
を
除
き
ま
す
。　

主
な
具
体
例

　

小
売
業
の
陳
列
、自
動
販
売
機
、

看
板
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
飲
食
店
の

厨
房
設
備
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

製
造
業
の
製
造
機
械
、受
電
設
備
、

構
内
舗
装
、
農
業
の
田
植
機
、
野

菜
収
穫
機
、
漁
業
の
漁
船
、
巻
上

機
な
ど

償
却
資
産
の
申
告
の
お
願
い

申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
申
告
書
の
様
式
が
手
元

に
な
い
場
合
や
不
明
な
点
は
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

▽
提
出
先　

市
役
所
税
務
課
ま
た

　

は
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

家
屋
を
滅
失
し
た
ら
…

　

住
宅
や
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
、

事
務
所
な
ど
の
家
屋
を
滅
失
し
た

と
き
は
、
税
務
課
へ
家
屋
滅
失
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　 季節の健康レシピ食 
スタッフドエッグ　（８個分）

　　 　【材　料】
固ゆで卵　　４個
マヨネーズ　小さじ２
塩　　　　　小さじ１/８
イクラ　　　少々

　　　　【作り方】
①ゆで卵は殻をむき、横半分に
切り、黄身と白身に分ける。
②黄身は裏ごしし、マヨネーズ、
塩を加える。
③白身は底を少し切って座りを
よくする。切った白身はみじ
ん切りにする。
④白身のくぼみに③のみじん切
りを底につめ、②を等分に絞
り出し、イクラを飾る。

（１個当たりエネルギー　
47kcal、塩分0.2ｇ）

償却資産とは土地や家屋以外の事業用資産です

ケーブルテレビ加入申込状況
緑・南淡地域（平成18年 11月 14日現在）

加 入 者 数 ６，６６８件
加  入  率 ７９％

※加入率はH17年国勢調査の世帯数で算出。
　西淡・三原地域の加入率は88％

おせち料理の彩りにどうぞ
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各
種
大
会
結
果　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
重
大
ニ
ュ
ー
ス
に
は
少
し
早

い
時
期
で
す
が
、
広
報
紙
と
私
の
今
年

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

一
月
に
は
、
市
役
所
の
組
織
改
革
が

あ
り
ま
し
た
。
広
報
担
当
も
秘
書
広
報

室
か
ら
情
報
課
へ
引
越
し
、
同
時
に
Ｍ

典
君
が
異
動
、
私
も
現
場
取
材
に
復
帰
。

緑
、
南
淡
地
域
へ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
の
説
明
会
に
も
出
席
、
緊
張
の
日
々

を
お
く
り
ま
し
た
。
三
月
、
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
の
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。

五
月
、
川
卓
君
に
長
女
誕
生
。
十
月
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
。
苦
し
み
な
が
ら
胃

カ
メ
ラ
を
飲
み
、
初
め
て
胃
の
中
を
見

ま
し
た
。（
食
生
活
の
乱
れ
と
運
動
不
足

を
指
摘
さ
れ
る
）
十
二
月
、
新
コ
ー
ナ
ー

「
わ
が
ま
ち
元
気
」
と
「
ぼ
く
と
わ
た
し

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
ス
タ
ー
ト
。

　

年
末
は
、
食
事
会
や
お
酒
の
機
会
が

多
く
な
る
季
節
。
飲
み
す
ぎ
や
夜
更
か

し
な
ど
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
「
健

康
管
理
」
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｔ
） ら

か

室

集

編

◆
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

（
9
月
23
・
24
日
、
香
川
県
）
関
係
分
の
み

【
男
子
ト
リ
プ
ル
ス
】
②
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ　

選
手
＝
社
家
薫
（
市
）、

榎
本
行
市
（
同
）、
島
田
孝
（
同
）

◆
兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
31
日
、
豊

岡
市
）
関
係
分
の
み

【
団
体
の
部
】
①
南
あ
わ
じ
市
（
南
淡
）

選
手
＝
長
尾
謙
次
（
福
良
）、
森
山
修

（
同
）、
川
上
日
出
男
（
同
）、
数
矢
守
（
賀

集
）、
松
坂
卓
美
（
同
）、
大
西
順
子
（
阿

万
）、
初
田
ふ
み
ゑ
（
同
）、
監
督
＝
濱

田
毅
（
同
）

◆
淡
路
島
女
子
駅
伝
（
11
月
3
日
、

島
内
）

【
総
合
成
績
】
①
ス
ズ
キ
②
天
満
屋
③
京

セ
ラ

◆
南
あ
わ
じ
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
兼
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
11
月
5
日
、
賀
集
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
他
）

【
1
部
】
①
市
②
松
帆
③
湊
、
阿
万

【
２
部
】
①
市
②
三
原
志
知
③
榎
列
、
福

良◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会
（
10
月

29
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
】
▽
１
部
①
ア
グ
リ
淡
路
A
②

淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
③
東
浦
ク
ラ
ブ
B
、
洲
本

実
業
A
▽
2
部
①
阿
万
ク
ラ
ブ
B 

②
ア

グ
リ
淡
路
B
③
阿
万
ク
ラ
ブ
A
、
西
淡

ク
ラ
ブ
▽
3
部
①
東
浦
中
学
B
②
阿
万

ク
ラ
ブ
C
③
三
原
高
校
B

【
個
人
戦
】
▽
ダ
ブ
ル
ス
1
部
①
白
水
・

桑
島
（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
②
坂
本
・
桐
原

（
福
良
ク
ラ
ブ
）
③
岡
本
・
顕
谷
（
東
浦

ク
ラ
ブ
）、
浜
崎
・
大
下
（
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）
▽
ダ
ブ
ル
ス
2
部
①
片
井
・

谷
口
（
淡
路
高
校
）
②
松
谷
・
松
谷
（
イ

チ
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
③
佐
藤
・
新
居
（
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
）、
吉
田
・
阿
部
（
ア
グ

リ
淡
路
）

◆
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
少
林
寺
拳
法

淡
路
大
会
（
11
月
19
日
、
南
淡
Ｂ
＆

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
？

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及

び
資
格
証
明
書
含
む
）
は
、
11
月
30

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に

郵
送
（
配
達
記
録
）
等
に
よ
り
各

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
12

月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
不
在
等
で
お
手
元
に
届

い
て
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
お
越
し
に
な
れ
な
い

場
合
は
、
普
通
郵
便
で
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
郵
便
の

国
民
健
康
保
険
証　

  

12
月
１
日
に
更
新

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
武
道
館
）
各
部

１
位
の
み

【
総
合
優
勝
】
緑
支
部

【
組
演
武
】
▽
少
年
低
学
年
の
部

　

伊
藤
聖
・
伊
藤
新
（
北
淡
）
▽

少
年
中
学
生
の
部　

落
合
佑
太

郎
・
仲
野
裕
生
（
三
原
）
▽
少
年

高
学
年
の
部　

木
下
乗
瑛
竜
・
原

昴
平
（
淡
路
中
部
）
▽
中
・
高
・

一
般
の
部　

上
野
勝
広
（
北
淡
）・

上
野
結
依
（
緑
）

【
団
体
演
武
】
緑
支
部
Ａ

【
単
独
演
武
】
▽
少
年
の
部　

福
岡
大
輝

（
緑
）
▽
中
学
の
部　

有
賀
大
輔
（
三
原
）

▽
中
・
高
・
一
般
の
部　

上
野
勝
広
（
北

淡
）

【
乱
捕
】
▽
５
年
生
の
部　

原
口
紘
彰
（
南

淡
）、
吉
田
秀
樹
（
緑
）
▽
６
年
生
の
部

堀
将
徳
（
南
淡
）、
西
條
彰
洋
（
南
淡
）

◆
緑
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
11
月
12
日
、
広
田
中

学
校
他
）

【
家
庭
婦
人
の
部
】
①
市
場
②
中
筋

【
ト
リ
ム
の
部
】
①
市
場
②
山
添
③
広
田

上
、
神
道

◆
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
10
月
29
日
、
国
立
淡
路
青
少
年

交
流
の
家
）

【
テ
ニ
ス
】
▽
男
子
Ａ
①
船
木
茂
浩
・
印

部
泰
男
（
洲
本
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
Ｂ
①
井
高
直
己
・
入
口
正
士
（
西

淡
テ
ニ
ス
教
室
）
▽
女
子
Ａ
①
村
井
珠

貴
・
山
口
睦
実
（
フ
リ
ー
）
▽
女
子
Ｂ

①
増
井
有
里
紗
・
牧
浦
亜
佑
美
（
フ
リ
ー
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
①
出
田
正
弘
（
阿

万
）
②
安
宅
百
合
子
（
賀
集
）
③
川
添

啓
睦
（
阿
万
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
（
10
月
29
日
、

市
小
学
校
）

【
男
子
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
三
原
Ａ
▽
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
①
緑
Ｂ

【
女
子
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
神
代
、
緑
Ａ

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
①
榎
列
、
八
木

◆
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
（
10
月
26

日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
）
関
係
分
の

み【肉
牛
の
部
】
最
優
秀
賞
1
席
＝
沖
縄
﹇
清

川
浩
平
（
広
田
）﹈

◆
南
あ
わ
じ
市
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

大
会
（
11
月
12
日
、
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
）

【
大
物
賞
タ
イ
・
チ
ヌ
の
部
】
①
市
場
好

美
（
洲
本
市
）
②
斉
藤
義
孝
（
同
）
③

久
保
吉
蔵
（
豊
中
市
）

【
大
物
賞
ハ
マ
チ
の
部
】
①
三
島
孝
博
（
神

戸
市
）
②
日
々
野
仙
秋
（
潮
美
台
）

【
大
漁
賞
】
①
中
村
信
義
（
神
戸
市
）
②
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平成 18年 工業統計調査に
　　　　　　　ご協力ください

12 月 31日現在で行います
　調査の実施にあたっては、本年 12月から来年１
月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入いただいた内容については、
統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確な
ご記入をお願いします。
　　　　総務省統計局・兵庫県・南あわじ市

　 　

南あわじ市工業統計調査結果（従業者４人以上の事業所）
区　分 平成16年 平成 17年 増減率（％）

事業所数（所） 249 259 4.0

従業者数（人） 4,125 4,070 － 1.3

製造品出荷額等
　　　　（百万円） 74,496 76,205 2.3

※従業者数は、常用雇用者数と個人事業所主、無給家族従業者数の合計
※製造品出荷額は、加工賃収入額や修理料収入額等を含む

統
計
ミ
ニ
情
報

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

入
山
に
は
ご
注
意
を

　

ハ
ン
タ
ー
が
銃
器
や
ワ
ナ

で
狩
猟
を
し
ま
す
。

　

目
立
つ
服
装
で
入
山
し
、

お
互
い
注
意
し
て
事
故
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
２
月
15
日
ま

で
。

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

南
あ
わ
じ
市
国
民
保
護
計
画
（
案
）
の
意
見
を
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
南
あ
わ
じ
市

国
民
保
護
協
議
会
に
諮
問
し
、「
南

あ
わ
じ
市
国
民
保
護
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
ご
意
見
は
、
計
画
策
定

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
へ
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国
民
保
護
計
画
と
は

　

武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が

具
体
的
な
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

定
め
た
計
画
で
す
。
国
民
保
護
法

が
平
成
17
年
9
月
に
施
行
さ
れ
、

各
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
定
め

た
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
作

成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機

関
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
南

あ
わ
じ
市
国
民
保
護
協
議
会
」
に

諮
問
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
県
知

事
と
協
議
し
ま
す
。

計
画
（
案
）
の
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
防
災
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

必
ず
書
面
に
よ
り
提
出
。
記
載

様
式
は
自
由
。
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
と
「
南
あ
わ
じ
市
国
民
保

護
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

で
あ
る
こ
と
を
記
載
。

▽
提
出
方
法　

郵
送
＝
〒
６
５
６ 

・
０
４
７
２　

南
あ
わ
じ
市
市

善
光
寺
18 

― 

27
南
あ
わ
じ
市

総
務
部
防
災
課
。
フ
ァ
ッ
ク
ス

＝
F 

43
・
５
１
０
６
。
直
接

持
参
＝
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

防
災
課
（
中
央
庁
舎
）
Ｅ
メ
ー

ル
＝b

o
u
sai@

city.m
in
am
i 

aw
aji.h

yo
go
.jp

▽
提
出
期
限　

12
月
15
日
（
金
）

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て
も

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。

　

期
限
切
れ
と
な
っ
た
保
険
証

は
、
最
寄
り
の
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
。

大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
と
も

に
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の

大
切
な
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
正
し
く

扱
い
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
に
預
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
手
元
に
保
管

・
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
し

な
い
。（
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
）

・
紛
失
し
た
り
、
破
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
届

け
出
て
、
再
交
付
を
受
け
る

ご
存
知
で
す
か
？

・
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
、
修
学

の
た
め
家
族
と
離
れ
る
と
き

は
、
申
請
す
る
と
別
に
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

は
、
期
間
の
短
い
短
期
証
ま
た

は
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
資
格
証
明
書
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
、
保
険

税
を
納
付
で
き
な
い
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
険
課

へ
届
け
出
る
と
、
条
件
に
よ
り

交
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
資
格
証
明
書
で
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
場
合
は
、10
割
（
全
額
）

を
負
担
し
、
後
で
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
へ
申
請
す
る
と
保
険

料
を
給
付
し
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

沖
田
実
（
洲
本
市
）
③
津
田
良
一
（
神

戸
市
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
賞
】
①
亀
山
愛
（
神
戸
市
）

【
チ
ビ
ッ
コ
賞
】
①
川
畑
智
津
子
（
西
宮

市
）

◆
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
赤
川
香
織
選
手

（
淡
路
島
女
子
駅
伝
、
南
淡
公
民
館
前
）

▲大物を狙う釣り人（南あわじ市フィッシング大会）

▲国民健康保険証



広報 

本
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
（
十
月
二
十
二

日
、
埼
玉
県
）
に
出
場
し
、
レ

フ
ト
プ
ラ
ス
七
十
八
キ
ロ
級
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が

兵
庫
県
連
合
自
治
大
会
（
十
月

二
十
六
日
、神
戸
市
）
の
席
上
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
自
治
賞（
自
治
功
労
）

　

前
田
高
弘
（
福
良
）

◆
兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

　

北
野
雅
幸
（
福
良
）、
福
榮

茂
之
（
同
）、
武
岡
正
浩
（
北

阿
万
）、榎
本
悟
朗
（
潮
美
台
）、

黒
田
昌
宏（
阿
万
）、島
津
弘（
沼

島
）

　

長
年
の
兵
庫
県
宅
地
建
物
取

引
業
で
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方

が
同
協
会
淡
路
支
部
研
修
会

（
十
一
月
十
六
日
、
洲
本
市
）

の
席
上
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
自
治
賞
（
ま
ち
づ
く
り
功
労
）

　

中
山
雄
司
（
福
良
）

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
長
の
小
松
實
さ
ん
（
福
良
）

が
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡

二
〇
〇
六
」（
十
月
二
十
八
日
、

静
岡
県
内
）
の
サ
ッ
カ
ー
競
技

で
優
勝
し
ま
し
た
。
小
松
さ
ん

は
、
兵
庫
県
代
表
選
手
に
選
抜

さ
れ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て

出
場
、
四
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦

を
二
勝
一
引
き
分
け
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
し
ま
し
た
。

　

満
七
十
歳
の
小
松
さ
ん
は
、

高
校
教
諭
時
代
に
教
え
て
き
た

「
生
涯
を
通
し
ス
ポ
ー
ツ
を
続

け
、
健
康
に
過
ご
す
こ
と
」
を

自
ら
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
原
高
校
の
川
本
成
記
さ
ん

（
阿
那
賀
）
が
第
十
八
回
全
日

お
め
で
と
う

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
「
研
究
ふ
れ
あ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
発
表

　

農
業
技
術
の
研
究
な
ど
を
紹
介

す
る
「
研
究
ふ
れ
あ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

（
県
立
淡
路
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

主
催
）
が
十
一
月
三
日
、
淡
路

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
で
開
催
さ
れ
、
観
光
客
ら
約

千
人
が
淡
路
地
域
の
農
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

特
産
野
菜
の
害
虫
防
止
事
例
の

パ
ネ
ル
展
示
や
顕
微
鏡
で
の
微
生

物
観
察
体
験
、
廃
タ
イ
ヤ
プ
ラ
ン

タ
ー
に
よ
る
温
州
ミ
カ
ン
栽
培
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
百
人
が
「
牛
の
乳
首

は
何
本
？
」
な
ど
牛
に
ち
な
ん
だ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
正
解
を
重
ね

た
十
二
人
が
子
牛
の
ミ
ル
ク
や
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
参
加
者

に
は
牛
乳
や
ミ
カ
ン
が
配
布
さ

れ
、
淡
路
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。（
牛
の
乳
首
は
四
本
）

　一流スポーツ選手らを招くスポーツ選手ふれあい事業バス

ケットボール教室が 10 月 20 日、八木小学校で開催され、

同校の５、６年生約 70人が参加しました。

　兵庫国体バスケットボールで兵庫チーム成年男子の監督と

してチームを３位に導いた、塚本清彦氏を招き、シュートの

仕方などを教わりました。指導後、塚本さんとの試合も行わ

れ、豪快なシュートに子どもたちは歓声をあげていました。

中高校生がバレーボール
の技術を学ぶＶリーグ選手が直接指導

　Ｖリーグ男子の「松下電器・パナソニックパンサーズ」の選手らが

11月４日、三原健康広場体育館でバレーボール教室を開催しました。

　同チームは、10月末から南あわじ市文化体育館で強化合宿を行っ

ていました。教室には、市内の中学・高校のバレーボール部員 130

人が参加。監督、コーチ、選手ら 18人がポジションごとに分かれて

直接指導しました。試合形式の練習では、高く強烈な選手のスパイク

を部員がレシーブしてトップレベルの技術を体験しました。
▲バレー部員らを指導するＶリーグ選手の皆さん ▲巧みなボールさばきの塚本さんと対戦する子どもたち

スポーツ選手
ふれあい事業のじぎく兵庫国体の監督が直接指導

▲家族連れに人気のミルクやり体験

2006.12.1発行

三
原
文
化
芸
能
祭
で
披
露

市い
ち
む
ら村

小
唄　
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活

小
松
實み

の
る

さ
ん

全
国
大
会
で
優
勝

　

市
地
区
の
町
並
や
祭
り
の
様
子

な
ど
を
歌
っ
た
民
謡「
市
村
小
唄
」

を
同
保
存
会
が
五
十
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
十
一
月
三
日
、
三
原
文
化

芸
能
祭
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

復
活
は
昨
年
六
月
、
市
地
区
公

民
館
踊
り
講
座
の
榎
本
小
代
子
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
ま

し
た
。
榎
本
さ
ん
が
踊
り
、
榎
本

梓
さ
ん
が
採
譜
、
森
本
由
花
さ
ん

が
伴
奏
、
崎
田
操
さ
ん
が
唄
を
そ

れ
ぞ
れ
担
当
し
て
、
子
ど
も
時
代

を
思
い
出
し
な
が
ら
五
十
年
ぶ
り

大
谷　

平
さ
ん

▲50年ぶりに披露された「市村小唄」

の
復
活
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

小
唄
の
一
番
か
ら
六
番
に
は
、

「
駅
前
通
り
、松
並
木
、三
原
平
野
、

恵
美
寿
の
市
、
人
形
浄
瑠
璃
」
な

ど
地
域
の
自
慢
が
歌
詞
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
四
月
に
は
同
公
民

館
内
に
保
存
会
（
木
下
淑

き
よ
し

代
表
）

を
発
足
さ
せ
、
県
か
ら
の
支
援
を

受
け
て
法
被
や
鉢
巻
な
ど
三
十
五

人
分
の
衣
装
も
揃
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
公
民
館
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
通
う
、
市

小
学
校
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で

の
児
童
三
十
人
が
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

叙勲

　

大
谷
さ
ん
は
、
元
西
淡
町

消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
間

活
躍
。
団
長
を
務
め
て
い
た

昭
和
五
十
一
年
に
発
生
し
た

山
林
火
災
で
は
、
地
域
住
民

の
た
め
に
三
日
間
一
睡
も
せ

ず
に
消
防
団
を
指
揮
、
自
衛

隊
や
周
辺
消
防
団
に
も
出
動

を
要
請
し
て
消
火
活
動
を
行

い
ま
し
た
。「
災
害
時
に
は

家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
出
動

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
留
意
し
て
後
輩
の
育
成
に

励
み
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
保
護
司
と

し
て
三
十
年
間
、
更
生
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
罪
を
犯

し
た
者
の
良
き
理
解
者
と
し

て
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
適

切
な
助
言
を
与
え
、
こ
れ
ま

で
に
三
十
人
以
上
の
社
会
復

帰
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
防
犯
・
非
行

防
止
活
動
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。「
家
族
の
協
力

と
保
護
司
会
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
受
章
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

柳
さ
ん
は
、
福
良
防
犯
協

会
（
現
在
、
南
あ
わ
じ
市
防

犯
協
会
福
良
支
部
）
の
一
員

と
し
て
、
約
三
十
年
間
活
動

を
続
け
、
平
成
八
年
か
ら
五

年
間
は
副
会
長
と
し
て
、
地

域
住
民
が
安
心
で
き
る
暮
ら

し
づ
く
り
に
貢
献
。
現
在
も

理
事
と
し
て
登
下
校
中
の
児

童
へ
の
声
掛
け
や
地
域
パ
ト

ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
運
動
な

ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

柳
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
章
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
は
、
約
五
十
年

間
、
造
船
業
に
携
わ
り
、
こ

れ
ま
で
に
四
百
隻
近
い
船
の

建
造
を
手
掛
け
ま
し
た
。
一

方
で
、
平
成
五
年
か
ら
社
団

法
人
・
兵
庫
県
小
型
船
舶
工

業
会
の
理
事
を
務
め
、
平
成

十
五
年
か
ら
三
年
間
は
会
長

と
し
て
、
中
小
企
業
人
財
確

保
推
進
助
成
事
業
に
取
り
組

み
、業
界
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
は
「
造
船
業
は

天
職
。
職
業
を
通
じ
て
こ
の

章
を
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
で
す
」
と
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　永年にわたり、国家または公共に対

し功労のある方を称える叙勲。

　南あわじ市から、山口貴
たかゆき

千さん（八
褒章

　優れた業績を重ね、社会に貢献した

方に贈られる褒章。

　南あわじ市から、前川榮次さん（湊）

山
口
貴
千
さ
ん

前
川
榮
次
さ
ん

柳　
　

乂
さ
ん

木）に瑞宝双光章が、大谷平
おさむ

さん（湊）に瑞宝単光章

が贈られました。

に黄綬褒章が、柳　乂
おさむ

さん（福良）に藍綬褒章が贈ら

れました。

▲川本さん

川
本
成し

げ

き記
さ
ん

全
日
本
大
会
で
優
勝 ▲小松さん

自
治
功
労
者
表
彰

ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰
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法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　12（火）・21日（木）
　　　　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

特設人権相談
◆内容　人権擁護委員による相談
◆日時　８日（金）13:00 ～ 16:00
◆場所　緑市民センター２階第１会議室、 
　西淡庁舎１階相談室、三原市民センター
　小会議室、南淡公民館 202号室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　15日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
（法律相談）
◆日時　８・22日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による交通事故相談
◆日時　13日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　19日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　25日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野口泰
やすし

嗣司法書士事務所☎ 26-3123

こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

12月の
　無料相談

山
行
用
苗
木
・
シ
イ
タ
ケ
菌

の
あ
っ
せ
ん

　

淡
路
森
林
組
合
で
は
山
行
用
苗

木
（
杉
、
ヒ
ノ
キ
、
松
）
と
、
シ

イ
タ
ケ
菌
（
種
駒
、種
菌
）
の
あ
っ

せ
ん
を
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
連
絡
所
等
に
備
付
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、

同
窓
口
に
提
出
。
19
年
１
月
12

日
ま
で

▽
配
布
予
定
日　

19
年
２
月
22
日

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
が
ま
す

ま
す
便
利
・
お
得
に

　

年
５
千
円
の
小
さ
な
負
担
で
、

自
然
災
害
時
の
住
宅
再
建
に
最
高

６
百
万
円
の
支
援
が
得
ら
れ
る
、

兵
庫
県
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

（
住
宅
再
建
共
済
制
度
）。

　

こ
の
た
び
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
お
支
払
い
や
、
複
数
年
一

括
支
払
割
引
（
最
大
５
千
円
引

き
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

が
始
ま
り
、
ま
す
ま
す
便
利
・
お

得
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
金
融
機
関
窓
口
等
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
う
え
、
郵
送
。
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w
eb
.

p
re
f.h
y
o
g
o
.jp
/w
d
3
4
/

p
h
o
en
ixkyo

sai.h
tm
l

）
で

　

申
込
み

問
㈶
県
住
宅
再
建
共
済
基
金

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
４
０
０

あ
な
た
も
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

　

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
業
生

産
の
確
保
を
図
り
、
農
業
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成

11
年
に
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生

産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
持
続
農
業
法
）」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
こ
の

法
律
に
基
づ
い
て
、
計
画
を
作
成

し
、
知
事
に
提
出
し
て
、
認
定
を

受
け
た
農
業
者
の
愛
称
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
土

づ
く
り
」「
化
学
肥
料
の
低
減
」「
化

学
合
成
農
薬
の
低
減
」
の
３
つ
の

農
業
生
産
方
式
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
来

年
度
よ
り
実
施
の
「
農
地
水
環
境

向
上
対
策
」
の
先
進
的
営
農
支
援

の
必
須
条
件
で
す
。

▽
今
年
度
の
申
請
方
法　

平
成
19

年
１
月
末
ま
で
に
南
淡
路
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
・
０
６
４
９
）
へ

市
・
県
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

　
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円

以
下
）、
市
営
住
宅

▽
賀
集
住
宅
（
賀
集
）　

１
戸
、

３
０
１
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
３
階
、

単
身
不
可
、
昭
和
47
年
度
建

設
。
家
賃
月
額
６
千
８
百
円
〜

１
万
５
千
円

▽
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
）　

１

戸
、
よ
し
の
棟
３
０
４
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
３
階
、
単
身
不
可
、
平

成
９
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

２
万
５
千
円
〜
５
万
３
千
百

円
、
駐
車
場
１
台
月
額

２
千
５
百
円

◆
同
対
象
、
県
営
住
宅

▽
三
原
榎
列
鉄
筋
（
榎
列
）　

１
戸
、
２
号
棟
５
０
２
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
５
階
、
単
身
不

可
、
昭
和
52
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
１
万
２
千
５
百
円
〜

２
万
７
千
５
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
さ
く
ら
台
団
地　
（
賀
集
）　

１

戸
、
や
え
棟
１
―
２
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単
身
不
可
、
平

成
10
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

６
万
５
千
円
、
駐
車
場
１
台
月

額
２
千
５
百
円

◆
申
込
期
限　

12
月
15
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
会　

12
月
26
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

障
害
者
（
児
）
見
舞
金
と
し

て
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す

▽
対
象　

平
成
18
年
12
月
１
日
現

在
、
３
か
月
以
上
市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
障
害
者
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
療
育

手
帳
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
支
給
額　

５
千
円
分
の
南
あ
わ

じ
市
ふ
れ
あ
い
振
興
商
品
券

▽
支
給
方
法　

12
月
上
旬
に
対
象

者
へ
郵
送

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ

見
学
会
と
バ
ザ
ー

　

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ
見
学
会
を

19
年
１
月
20
日
（
土
）
に
開
催
し

ま
す
。
バ
ザ
ー
を
併
せ
て
実
施
し

ま
す
の
で
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
品
（
服
、
引
き
出
物
等
）
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
き
ら
ら
☎
43
・
２
１
５
５
、

　

ウ
イ
ン
ズ
☎
43
・
２
８
１
１

鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
前
８
時

〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前
駐
車
場

（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

新
鮮
野
菜
を
安
値
販
売

問
鳥
井
営
農
ク
ラ
ブ
☎
42
・

１
１
６
９

さんちゃん市
◆日時　年中無休
　午前９時～午後６時
◆場所　ファームパーク
　イングランドの丘入口横
◆内容　野菜・果物・加工
　品を安値で販売
問さんちゃん市☎ 43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時～11時 30分
◆場所　倭文まちづくりの丘
　（しづおり団地上）
◆内容　野菜・果物を安値
　で販売
問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日
　午前９時～正午
◆場所　福良漁業協同組合
　（駐車場は旧福良中学跡地）
◆内容　魚介類など販売。
　500円毎にスピードくじ
問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時30分～ 11時
◆場所　営農拠点センター
　横（榎列上幡多）
◆内容　野菜などを安値で
　販売
問事務局☎42-2047

金
融
学
習
講
座
「
知
っ
て
お

き
た
い
保
険
の
い
ろ
は
」

▽
日
時　

12
月
１
日
（
金
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館
（
無
料
）

▽
内
容　

生
活
設
計
に
役
立
つ
保

険
の
知
識
。講
師
＝
大
石
泉（
兵

庫
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）
☎
37
・
３
０
１
２

防
災
講
演
会
「
南
海
・
東
南

海
地
震　
津
波
へ
の
備
え
」

▽
日
時　

12
月
13
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
講
師　

原
田
賢
治
（
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
）

▽
参
加
費　

無
料

問
淡
路
消
防
保
安
協
会
事
務
局

（
淡
路
広
域
消
防
本
部
内
）
☎

24
・
２
４
１
０

な
な
い
ろ
館
（
福
良
）
周
辺

の
美
化
活
動

▽
日
時　

12
月
20
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

▽
集
合
場
所　

な
な
い
ろ
館

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
歓
迎
。
雨

天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

兵
庫
県
最
低
賃
金
と

産
業
別
最
低
賃
金

　

電
気
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
９

業
種
の
最
低
賃
金
が
12
月
１
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
（
例
外
業
種
あ

り
）。
詳
し
く
は
兵
庫
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
９
業
種
以
外
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
兵
庫
県
最
低

賃
金
は
、
９
月
30
日
に
時
間
額

６
８
３
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
（
12
月
10
日
〜
16
日
）

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10

日
〜
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
（
拉
致
問
題
）
に
対
す
る
関

心
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰

国
に
向
け
た
各
種
取
組
み
に
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

「
警
戒
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を

全
戸
に
配
布

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
と
南
あ
わ
じ

防
犯
協
会
で
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
狙
っ
た
凶
悪
事
件
や
、
市
内

で
多
発
す
る
乗
り
物
盗
や
車
上
狙

い
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
と
し
て
、

「
警
戒
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
自
治
会
長
を

通
じ
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

玄
関
や
車
な
ど
目
に
付
く
場
所
に

貼
り
つ
け
、
子
ど
も
の
見
守
り
や

カ
ギ
か
け
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
42
・
０
１
１
０

▲全世帯に配布される「警戒ステッカー」

子ども

カギかけ

不審者

警　戒　中



　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは12月５日（火）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

12月　9日 土 10:30 ～ 14:00 ～

12月10日 日 10:30 ～ 14:00 ～

12月15日 金 13:30 ～ 18:30 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

エアロビクスダンス
受講生募集

　
　リズムに合わせ楽しく体を動かし
ながら脂肪を燃焼させ、スタミナ
アップを図りませんか？
◆受講料　10回 5,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
◆申込み　文化体育館☎50-5077

回数 受講日 曜日 時間
第１回 １ 月 ９ 日 火

午後７時30分～

第２回 １ 月 16 日 火
第３回 １ 月 23 日 火
第４回 １ 月 30 日 火
第５回 ２ 月 ６ 日 火
第６回 ２ 月 13 日 火
第７回 ２ 月 20 日 火
第８回 ２ 月 27 日 火
第９回 ３ 月 ６ 日 火
第 10 回 ３ 月 13 日 火

まなびの扉

19 18

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●世界をかけろ！キリンのタクシー
本多カズヒ作（新風舎）

大手自動車会社の社長にだ
まされて、サバンナから大
都会へやってきたキリン。
一度は逃げ出そうとする
が、あるひとことをきっか
けに、ダンナのために働く
ことを決意する! 笑いと感
動の友情物語。
●あなたに逢えてよかった
　新堂冬樹著（角川書店）

緑公民館図書室☎44-3008

●からだにいい食事と栄養の大事典
本多京子監修（永岡書店）

「食習慣」や「栄養バランス」
「１日に必要なエネルギー
量」「栄養素」など、健康を
維持するために知ってお
きたい基本情報が満載。図
解でわかりやすい食生活
の手引き。

●子ウシをすくった母ウシ
　谷真介文（佼成出版）

三原図書館☎43-5037

●旅先だとどうして彼は不機嫌になるの
松田朝子著（自由国民社）

あなたは一緒に旅行す
るパートナーの意味不
明な態度に、困惑した経
験ありませんか？人の
素顔を浮き彫りにする
旅をテーマに、あなたと
彼(彼女)の相性もわかっ
てしまう「パートナー分
析の極意」を紹介します。

●クリスマスを見なかった？
　ヴィッキー・ハウイー文／キャロライン・ペドラー絵
　　　　　　（ドン・ボスコ社）西淡公民館図書室☎37-3028

●うんちのちから
キム・ビョンホ絵／ホ・ウンミ文（主婦の友社）

みんなは知らないかも
しれないけれど、うんち
には秘密のすごい力が
ある。うんちは、だいじ
な生命の源なんだ！う
んちを題材に、楽しく食
物サイクルについて学
べる環境絵本。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
※三原図書館は、特別整理（蔵書点検）のため
　12月1日（金）～６日（水）まで休館します

ま
な
び
の
扉

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
の
浄
瑠
璃
講
座

▽
日
時　

12
月
26
日
（
火
）
午
後

７
時
30
分

▽
内
容　

淡
路
ゆ
か
り
の
人
形
浄

瑠
璃
作
品
に
親
し
む
（
講
師
：

久
堀
裕
朗
氏
）

▽
場
所　

三
原
公
民
館
（
無
料
）

▽
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
展

　

２
月
４
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
瓦
絵
展

　

２
月
４
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
写
真
展　

　

２
月
18
日
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
32
回
天
体
観
測
会

双
子
座
流
星
群
を
見
よ
う

▽
日
時　

12
月
16
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ

　

　干ばつに見舞われ

たときに、神前にこ

の踊りを踊ることを

告げて雨乞いの願を

込め、その願がかな

えられた後に願解き

として、雨を賜った

感謝の意味と五穀豊

穣、郷土繁栄の祈願

を込めて奉納される

ようになりました。

　起源や由来についてははっきりとはしていませんが、「大踊」

は室町から桃山時代、「小踊」は三味線音楽の影響を受けてお

り江戸時代中頃から踊られていたと考えられます。

　昭和 42年に兵庫県指定重要無形民俗文化財、同 47年には

国選択無形民俗文化財に指定されています。

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時
・
内
容　

12
月
10
日（
日
）。

多
国
籍
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
）、
ア
カ
ペ
ラ

グ
ル
ー
プ
「
パ
イ
ロ
ン
」
公
演

（
午
後
１
時
30
分
〜
）、
人
権
作

文
入
選
者
表
彰
式
（
午
後
３
時

〜
）。
そ
の
他
、
啓
発
ビ
デ
オ

上
映
、
パ
ネ
ル
展
示

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
入
場
料　

無
料

問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

淡
路
人
形
ま
つ
り

▽
期
間　

１
月
１
日
〜
２
月
11
日

▽
場
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

▽
イ
ベ
ン
ト　

１
月
１
日
＝
戎

舞
、
甘
酒
福
豆
の
ふ
る
ま
い
。

１
月
２
・
３
日
＝
獅
子
舞
、
戎

舞
ほ
か

▽
展
示　

懐
か
し
の
野
掛
芝
居
、

谷
崎
潤
一
郎
関
係
の
品
、
昭
和

初
期
の
写
真

▽
特
別
公
演　

生い
き
う
つ
し
あ
さ
が
お
に
っ
き

写
朝
顔
日
記

大お
お
い
が
わ

井
川
の
段
さ
わ
り
を
上
演

＝
毎
日
曜
日
午
前
11
時
40
分

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

　

☎
52
・
０
２
６
０

海
洋
教
育
事
業
Ｂ
＆
Ｇ
「
体

験
ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者
募
集

▽
日
程　

3
月
26
日
（
月
）
〜
31

日
（
土
）
５
泊
６
日

▽
内
容　

大
型
客
船
で
小
笠
原
諸

島
父
島
へ
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
洋
上
星
空
観
測
等

▽
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
男
女
。
全
国
か
ら
５
百
人

▽
参
加
費　

小
学
生
約
10
万
円
、

中
学
生
約
11
万
円

▽
申
込
み
期
限　

12
月
20
日（
水
）

▽
申
込
み　

生
涯
学
習
文
化
振
興

課
☎
37
・
３
０
２
０

玉
青
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

玉
青
館
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

▽
期
間　

１
月
28
日
（
日
）
ま
で

▽
内
容　

菅す
が
た
て
ひ
こ

楯
彦
・
矢
野
橋き
ょ
う
そ
ん
村
・

幸ゆ
き
ま
つ
し
ゅ
ん
ぽ

松
春
浦
の
未
公
開
作
品
（
全

て
日
本
画
）、
森
本
栖せ
い
ほ
う鳳
（
書

家
・
南
あ
わ
じ
市
出
身
）・

仙せ
ん
ざ
き崎
誠
（
日
本
画
・
洲
本
市
出

身
）・
奥
山
藤と

う
い
ち一

（
洋
画
）・
奥

山
普ひ
ろ
し（
洋
画
）
の
作
品
を
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

阿あ

ま万
の
風ふ

り

ゅ

う流
大お

お

ど

り踊
小こ

お

ど

り踊
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 ●12月の図書館カレンダー

シリーズリ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

里
山
基
地
で
巨
大
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
づ
く
り

▽
日
時　

12
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

伊
加
利
山
口
（
う
ず
し

お
ラ
イ
ン
沿
い
の
看
板
「
里
山

基
地
づ
く
り
」
が
目
印
）
駐
車

場
あ
り

▽
講
師　

二ふ
た
な
よ
し
ひ

名
良
日
氏（
冒
険
家
）

▽
参
加
費　

小
学
生
以
上
３
百

円
。
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者

同
伴

▽
申
込
み　

Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
で
楽
し
い

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

▽
日
時　

１
月
13
・
20
・
27
日
、

２
月
３
・
10
・
17
・
24
日
（
土
）

午
後
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
体
育
館

▽
対
象　

子
ど
も
、
大
人

▽
参
加
費　

一
人
１
回
毎
２
百
円

▽
そ
の
他　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持

参
。
貸
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り（
無
料
）

▽
申
込
み　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
、
松
帆

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
宮
本
）
☎

36
・
３
４
５
０

●してみたい！世界一周
　吉田友和、松岡絵里著（情報センター出版局）

おはなし会
　図書館では、未就学の幼児と小学
校低学年の児童を対象に「おはなし
会」（無料）を実施しています。お
気軽にお越しください。
◆三原図書館
　毎週日曜日、午後２時から１回。
　絵本・紙芝居の読み聞かせなど
◆南淡図書館
　毎週日曜日、午後２時からと２時
　30分からの２回。絵本・紙芝居
　の読み聞かせ、手遊び、指人形劇
　など

　「おはなし会ピノキオ」による、
クリスマス会を開催します。
◆日時　12月 24日（日）
　午後１時～３時
◆場所　南淡図書館２階視聴覚室
◆内容　ハンドベル、マジック、
　大型紙芝居、エプロンシアター、
　人形劇
◆入場料　無料。多数のご参加をお
　待ちしています

クリスマス会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  
 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
24　25　26　27　28　29　30
31   １    ２    ３   ４   ５    ６

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです

１月
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心のかけはし

20

平成18年11月19日までの受付分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
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子
ど
も
を
叱
る

●人　口 53,727人（前月比－40人）
　（男）　 25,932人（前月比－39人）
　（女）　 27,795人（前月比－1人）
●世帯数 18,170世帯（前月比－2世帯）
　　　　　　　　※平成18年11月1日現在

▲みかん狩り（11月10日、倭文）

　
「
や
れ
大
地
震
が
来
る
ぞ
」「
や

れ
不
審
者
に
気
を
付
け
よ
」
と
、

子
ど
も
た
ち
に
避
難
訓
練
や
防
犯

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
果

た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

子
ど
も
の
側
か
ら
す
る
と
常
に

脅
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
恐
怖

心
や
人
に
対
し
て
の
不
信
感
が

増
幅
し
、
将
来
、
ど
ん
な
大
人
に

成
長
し
て
い
く
か
危
惧
を
感
じ
ま

す
。

　

必
要
最
低
限
、
こ
れ
ら
に
対
す

る
手
段
を
教
え
る
必
要
は
あ
り
ま

す
が
本
来
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、
大
人
が

地
域
社
会
が
よ
り
良
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
虐
待
や
自
殺
ば
か

り
…
。
そ
れ
も
幼
児
が
多
く
、
そ
の

中
に
潜
ん
で
い
る
複
雑
な
親
子
関

係
や
深
刻
な
家
庭
で
の
問
題
が
見
え

隠
れ
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
が
泣

き
止
ま
な
い
」「
ご
飯
を
食
べ
な
い
」

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
「
し

つ
け
」
と
称
し
て
叩
い
た
り
、
殴
っ

た
り
し
て
死
に
ま
で
至
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

感
情
的
に
叱
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
一
呼
吸
い
れ
て
み

た
ら
叱
り
方
も
違
っ
て
き
ま
す
。
ま

た
、
十
叱
っ
た
ら
最
後
に
一
つ
は

ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

に
と
っ
て
親
は
ひ
と
り
し
か
い
ま
せ

ん
。
愛
情
を
持
っ
て
接
す
れ
ば
、
子

ど
も
も
分
か
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

育
児
不
安
は
大
な
り
小
な
り
誰
で

も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
親
と
し
て「
こ

う
あ
る
べ
き
だ
」
と
思
わ
ず
、
も
っ

と
「
手
抜
き
」
と
い
う
よ
り
も
「
よ

い
加
減
」
を
覚
え
る
と
子
育
て
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　

誰
で
も
い
い
で
す
か
ら
自
分
の
不

安
を
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
話

を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
不
安
が

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
育

て
学
習
セ
ン
タ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
み
ど
り　

林　

薫
）

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
山岡　千晃（松　帆）
仲野　裕紀（八　木）
小林　康治（北海道）
桝本　宗吾（　市　）
長岡　晃史（島根県）
原田　　勇（阿　万）
ダイク ダレン（福　良）
西畠　史洋（松　帆）
堂上　佳秀（倭　文）
庄司　　修（津　井）
岡田　洋平（松　帆）
原　　　仁（松　帆）
前田　　亮（福　良）
田村　聡之（賀　集）
藤井　裕也（広　田）
谷本　尚之（阿　万）

福榮　和泉（潮美台）
梅木　瑞穂（淡路市）
橋本美千代（神　代）
太田　涼子（榎　列）
福原　里香（津　井）
大谷　仁美（阿　万）
岡本　真樹（福　良）
曽根美沙和（　湊　）
久保　美和（徳島県）
及川　舞子（川西市）
居神　敏美（福　良）
小央　由希（淡路市）
生垣麻衣子（神　代）
樋口　友美（松　帆）
興津　美和（津　井）
海老名梨沙（倭　文）

10 月 24 日
10 月 26 日
10 月 31 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 ３ 日
11 月 ５ 日
11 月 ５ 日
11 月 ６ 日
11 月 ９ 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 15 日
11 月 18 日
11 月 19 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
前田　幸雄
深田　雅夫
谷キヌヱ
上村　成之
中田　　礎
谷口　勝利
柏木トクヱ
谷口　長一
西浦　智數
田村ひな子
天羽まさの
加登川　豊
山口　　茂
南　　岩吉
深川　長一
増田　俊次
田中　繁雄
上居　秀夫
西岡　清文

福良
阿万
賀集
志知
広田
灘
松帆
灘
福良
福良
松帆
八木
松帆
阿万
八木
灘
阿万
榎列
市

80
91
80
64
92
61
92
87
89
76
94
76
79
80
86
74
52
84
83

10 月 20 日
10 月 20 日
10 月 21 日
10 月 21 日
10 月 22 日
10 月 23 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 29 日
10 月 30 日
10 月 31 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 ２ 日
11 月 ３ 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

平川　璃
り お

緒

細川ひより

中 川　　 漣
れん

前川　和
か ず き

輝

山下　颯
さ つ き

月

上田　夢
ゆ め の

乃

馬部いちか

上田　結
ゆ い

衣

吉田　藍
あ み

海

馬部　芙
ふ ゆ き

雪

原　　 美
み す ず

鈴

三浦　大
たいせい

誠

旦　　 実
み お

愛

桝本　竜
りゅうせい

聖

岡田　悠
ゆうしん

伸

原田椛
も も か

々郁

立花　俐
り お

旺

天羽　美
み づ き

月

中堀姫
き あ ら

愛麗

豊原　悠
ゆ う と

斗

藤本　雄
ゆうだい

大

合田　侑
ゆうせい

世

内 橋　　 将
しょう

福 井　隆
りゅうしん

心

新 宮　　 武
たける

井 上　玲
れ な

奈

女
女
男
男
女
女
女
女
女
女
女
男
女
男
男
女
男
女
女
男
男
男
男
男
男
女

拓 治
佳 宏
拓 也
幸 司
貴 史
亮 輔
和 義
和 也
泰 博
博 章
清 隆
亮 俊
浩 行
健 治
敏 英
裕 一
敬 三
達 也
健

幹 樹
竜 也
友 則
哲 也
一 也
実

雅 之

神戸市
八木
志知
榎列
淡路市
熊本県
松帆
広田
神代
松帆
津井
八木
倭文
榎列
倭文
北阿万
広田
市
賀集
八木
福良
市
市
榎列
八木
松帆

10月10日
10月14日
10月17日
10月18日
10月19日
10月20日
10月21日
10月22日
10月23日
10月23日
10月24日
10月25日
10月25日
10月25日
10月25日
10月27日
10月31日
10月31日
11 月 ４ 日
11 月 ５日
11 月 ６日
11 月 ６日
11 月 ８日
11月10日
11月13日
11月14日

氏名 年齢 地区 死亡日
金山　　長
堀川秀次郎
本田　まさ
原　　　豊
澤田　菜美
髙島あさの
島本みつゑ
井本かね子
波戸竹代志
濱本　博行
小畠ゆきゑ
箕浦　敬子
廣内みつゑ
巻山　　勉
福岡　靖人
濱田　　香
藤岡ひさ子

志知
八木
市
阿那賀
賀集
福良
榎列
福良
津井
阿万
神代
松帆
神代
福良
志知
松帆
市

90
72
94
78
26
95
88
76
92
50
89
70
88
72
28
65
96

11 月 ３ 日
11 月 ４ 日
11 月 ４ 日
11 月 ５ 日
11 月 ６ 日
11 月 ７ 日
11 月 ７ 日
11 月 ８ 日
11 月 ８ 日
11 月 ８ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日
藤田　くり
赤松　　汎
倉本　武夫
仲尾ちよみ
棚田みやこ
大西しをゑ
新田こすみ
道上　亀野
村上　　進
南　仁一郎
喜田　文雄
山口 つゑ
長田藤二郎
谷口　貞夫
柏木　純子
南　　寛治
藤井　俊一

沼島
八木
松帆
松帆
倭文
市
北阿万
津井
福良
阿万
神代
阿万
広田
福良
松帆
福良
広田

98
69
95
77
85
95
89
93
69
80
80
99
90
73
61
47
89

11 月 12 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 15 日
11 月 16 日
11 月 16 日
11 月 17 日
11 月 18 日
11 月 18 日
11 月 18 日
11 月 19 日

し
ょ
う
か
。

　

市
地
区
自
治
会
並
び
に
、
市
地

区
子
育
て
推
進
協
議
会
で
は
、
子

ど
も
を
地
域
で
守
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
家
用

車
に
装
備
し
た
り
、
十
一
年
間
続

け
て
い
る
「
あ
い
さ
つ
立
ち
番
」

に
加
え
て
、
防
犯
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
て
児
童
の
下
校
時
の
見
張
り

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー

ブ
ル
電
話
の
端
末
機
で
児
童
の
下

校
時
刻
を
知
ら
せ
広
く
地
域
住
民

に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
守
る
一
一
〇

番
の
店
と
通
学
路
を
記
し
た
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
、
配
布
を
し

て
い
ま
す
。（
南
あ
わ
じ
市
市
小

学
校
長　

山
形
尚
之
）

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
「
市い

ち

地
区
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

▲市地区防犯パトロール

▲市地区安全マップ

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６



広報 

いきいき健康生活

23 22

い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.12.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

12月 ３日（日） 穀 内 純 江 医師 前 田 昌 己 医師
12月10日（日） 富 本 喜 文 医師 真 野 博 文 医師
12月17日（日） 穀 内 勇 夫 医師 宮 崎 美 枝 医師
12月23日（土） 友 清 隆 一 郎 医師 村 野 謙 一 医師
12月24日（日） 日 笠 久 美 医師 浦 瀬　　 巖 医師
12月31日（日） 斉 藤 雅 文 医師 真 野 博 文 医師
 １月 １日（月） 日 笠 久 美 医師 宮 崎 美 枝 医師
 １月 ２日（火） 橋 田 友 孝 医師 村 野 謙 一 医師
 １月 ３日（水） 馬 部 樹 也 医師 浦 瀬　　 巖 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

12月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
12月 ３日（日） 大 橋　　 明 医師

9:00～17:00

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

12月10日（日） 村 上 龍 助 医師
12月17日（日） 平 山　　 毅 医師
12月23日（土） 植 村 幹 二 郎 医師
12月24日（日） 坂 口 美 奈 子 医師
12月31日（日） 富 本 康 仁 医師
 １月 １日（月） 奥 村　　 司 医師
 １月 ２日（火） 大 橋　　 明 医師
 １月 ３日（水） 平 山　　 毅 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

４ 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
６ 水 〃 緑保健福祉センター
11 月 〃 南淡福祉保健センター
13 水 〃 西淡保健センター
18 月 〃 三原保健センター
20 水 〃 緑保健福祉センター
25 月 〃 南淡福祉保健センター
27 水 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

６ 水  9:00 ～ 11:00 西淡保健センター
13 水  9:00 ～ 16:30 南淡福祉保健センター
20 水  9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
25 月  9:00 ～ 16:00 三原保健センター
25 月  9:00 ～ 16:30 南淡福祉保健センター
27 水  9:00 ～ 11:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

４ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
６ 水   〃 緑保健福祉センター
６ 水   〃 西淡保健センター
25 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

７ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
28 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 19 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ７ 木 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

12 火 〃 南淡福祉保健センター
18 月 〃 緑保健福祉センター
25 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

４ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
４ 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
６ 水 〃 緑保健福祉センター
18 月 〃 三原保健センター
21 木   9:30 ～ 11:00 沼島総合センター
27 水 13:30 ～ 15:30 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

12 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

26 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年９月・16年３月生）

５ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年９月生）
１ 金 13:15～13:30

母親学級（前期） 14 木 13:30～14:00
コアラ教室 21 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年 10月生・
平成18年５月生）

７ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
11 月 〃 西淡保健センター
18 月 〃 南淡福祉保健センター
22 金 〃 三原保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成17年５月・６月生）

８ 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
12 火 〃 緑保健福祉センター
13 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成18年２月生）

15 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
19 火 〃 西淡保健センター
20 水 〃 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成18年８月生）

22 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
26 火 〃 緑保健福祉センター
27 水 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 14 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 ７ 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

日 曜日 受付時間 場　　所
11 月 11:30～16:00 北 阿 万 地 区 公 民 館

多
い
血
液
脂
質
異
常
と
肥

満
、
糖
尿
病

　

今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診

の
基
本
健
診
受
診
者
総
数
は
、

９
５
２
８
人
（
昨
年
よ
り
１
６
０

人
増
）
で
し
た
。

　

全
体
で
の
総
合
判
定
結
果
で

健
康
診
査
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
18
年
度
町
ぐ
る
み
健
診
結
果
〜

フ
グ
毒
に
ご
注
意
！

　

平
成
15
年
、
福
良
湾
で
フ
グ
を

釣
っ
た
人
が
肝
を
食
べ
、
フ
グ
毒

で
呼
吸
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
グ
毒
は
、
無
味
無
臭
・
無
色

で
人
間
の
五
感
で
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
加
熱
や
冷
凍
、
乾

燥
、
水
さ
ら
し
し
て
も
フ
グ
毒
は

除
か
れ
ま
せ
ん
。
素
人
調
理
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

問
南
淡
路
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
52
・
０
０
９
９

は
、「
異
常
認
め
ず
」
の
人
は
全

体
の
わ
ず
か
６
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
１
）

　

項
目
別
で
は
、
血
液
脂
質
の

異
常
率
が
32
％
と
全
体
で
一
番
高

く
、
続
い
て
、
肥
満
、
糖
尿
病
で

し
た
。（
図
２
）

血　　圧　  3.7％    351人
血液脂質　32.0％ 3,038人
心　　臓　  4.6％    351人
眼　　底　  0.1％        9 人

肝　　臓　  7.0％    662人

糖 尿 病   10.8％ 1,030 人

腎　　臓　  3.8％    365人

尿　　酸　 3.9％    369 人

貧　　血　  4.8％    457人

体　　格　やせ＝7.8％（739人）、肥満＝22.1％（2,100人）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
、

そ
れ
に
高
血
圧
。
こ
の
4
つ
は
最

近
よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
疾
患
で
す
。

　

こ
れ
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な

ど
を
引
き
起
こ
す
動
脈
硬
化
を
急

速
に
進
行
さ
せ
ま
す
。（
図
３
）

異常認めず
6.4％

要観察
25.1％

要精密検査
23.5％

要医療
10.2％

要継続医療

34.8％

（図１）基本健診　総合判定結果

※受診者総数9,528人

（図２）

健
診
の
結
果
を
生
活
改

善
に
活
か
し
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
進
行
す

る
ま
で
自
覚
症
状
が
な
い

の
で
、
健
診
で
早
期
発
見

し
、
そ
の
結
果
を
日
常
生

活
に
活
か
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

今
回
、「
異
常
あ
り
」

と
判
定
さ
れ
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、「
要
観
察
」
や
「
異

常
認
め
ず
」
と
判
定
さ
れ

た
方
も
、
健
診
結
果
を

も
と
に
健
康
状
態
を
把
握

し
、生
活
習
慣
を
見
直
し
、

今
後
の
健
康
管
理
に
活
か

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
相
談
や
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（図３）メタボリックシンドロームに要注意

基本健診受診人数　9,528人
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恵
ま
れ
た
地
理
条
件

と
気
候
条
件
に
加
え
高

度
な
技
術
を
生
か
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
る
レ
タ

ス
は
、
特
産
の
玉
葱
に

並
ぶ
南
あ
わ
じ
市
自
慢

の
食
材
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

市
内
で
は
昭
和

三
十
九
年
、
二
ha
で
作

付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

安
全
安
心
の
レ
タ
ス

　

今
一
番
の
心
配
は
、
南
海
、

東
南
海
、
東
海
地
震
の
発
生
で

あ
り
ま
す
。
三
十
年
以
内
の
発

生
確
率
は
、
四
〇
〜
五
〇
％
に

上
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

五
〇
％
を
降
水
確
率
に
置
き
換

え
ま
す
と
、
か
な
り
高
い
確
率

に
な
り
大
変
な
広
域
災
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
台
風
も
同
じ
で

す
が
、
広
域
的
災
害
が
発
生
す

れ
ば
、
常
備
の
防
災
機
関
だ
け

で
は
、
到
底
対
処
で
き
な
い
こ

と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

私
達
の
郷
土
は
、
我
々
消
防
団

が
守
り
ま
す
。
地
域
防
災
の
主

役
と
し
て
防
災
活
動
を
リ
ー
ド

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
南
あ
わ
じ
市
に
合
併

し
ま
し
て
も
色
々
な
組
織
団
体

が
あ
り
ま
す
が
、
我
々
の
組
織

は
仲
良
し
集
団
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
火
災
で
あ
ろ
う
が
、
水
害

で
あ
ろ
う
が
、
い
ざ
、
有
事
の

時
に
は
、
身
を
挺て

い

し
て
そ
れ
に

立
ち
向
か
う
、
ま
さ
に
闘
う
集

団
で
あ
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

消
防
技
術
の
向
上
を
図
り
、
義

務
団
体
と
し
て
、
住
民
の
負
託

に
応
え
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

男
女
共
同
参
画
の
も
と
、
ソ

フ
ト
面
で
の
活
動
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
、
女
性
分
団
を

設
置
し
ま
す
（
四
頁
参
照
）。

応
援
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
団
長　

真
野
和
典
）

  

闘
う
志
士
集
団
「
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
」

広報 

▲レタス栽培が盛んな三原平野（榎列）

以
後
、
食
の
洋
風
化
と
農
業
の
高
齢
化

に
伴
っ
て
、
収
穫
と
出
荷
に
多
く
の
労

力
を
要
す
る
玉
葱
か
ら
、
レ
タ
ス
へ
と

移
行
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
育
苗
、
定

植
、
包
装
な
ど
の
作
業
の
機
械
化
が
進

み
、
千
百
八
十
ha
（
延
べ
、
平
成
十
六
年
）

で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
の
安
全
性
に
対
す
る
消
費
者
の
関

心
が
高
ま
る
中
で
、
生
産
者
と
し
て
安
全

安
心
な
野
菜
を
生
産
し
、
食
卓
へ
提
供
す

る
取
り
組
み
が
平
成
八
年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
と
県
の
機
関
等

に
よ
り
、
農
薬
使
用
量
の
大
幅
削
減
、
減

化
学
肥
料
、
健
全
な
土
づ
く
り
な
ど
環
境

に
や
さ
し
い
継
続
性
の
高
い
農
業
の
研

究
を
す
す
め
「
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
安
全
安
心

野
菜
生
産
シ
ス
テ
ム
」
を
築
き
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
も
生
産
技
術
や
安
全
性
に
つ

い
て
の
基
準
を
満
た
し
た
「
兵
庫
県
認
証

食
品
」
を
認
定
し
、
特
産
レ
タ
ス
を
応
援

し
て
い
ま
す
。（
作
付
面
積
は
、
兵
庫
県

農
林
水
産
統
計
年
報
参
照
）

▲農民車による救助活動（市総合防災訓練）

南あわじ市消防団
◆団長　真野和典
◆組織　21地区　
　59分団　2,226人
◆活動内容　緊急出動
　初出式、ポンプ操法
　救急救命法講習会
　防災訓練、地域活動
　協力など

このコーナーでは、市民活動やボランティアで活発に活動する団体
を紹介します。広報担当から依頼しますので、よろしくお願いします。

　南あわじ市内の「若き芸術家」の作品を紹介し
ます。学校等を通じて募集した絵画や習字、工作
などの作品を写真で紹介します。対象は中学生以
下に限らせていただきます。

動物愛護絵画コンクール
　                （淡路獣医師会主催）

▲最優秀賞　大谷一路（倭文小学校４年）

▲優秀賞１席　瀧川　慎（賀集小６年）

⑦
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